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１ はじめに 

本校は聴覚に障がいのある幼児・児童・生徒を対象とした特別支援学校であり、３歳から 

２０歳まで、計４４名が在籍している。１学級あたりの在籍数が多くても４名という学級編制のもと、障

がいの程度に応じて、手話、口話を交えて情報のやりとりを行なっている。 

障がい特性により、音声による情報の入手や発信が難しい本校の幼児・児童・生徒に対し、いかに情報

を保障するかということは大きな課題であり、本校では、その課題を解決するための一つの方法として、

音声情報を視覚化して提示するという支援方法を多く用いてきた。具体的には紙に書いて表したり筆談ボ

ードを活用したりする方法であり、あるいは、ＰＣに入力した情報をプロジェクタなどで拡大投影して複

数の幼児・児童・生徒に同時に情報を伝えたりする方法である。 

これらの工夫により、ある程度の情報を保障することが可能ではあったが、反面、一度に 

表示できる情報量や表示するまでの時間、支援のために使うことができる機器の台数など、物理的な面で

の制約が多く、同時性、双方向性、多地点間における情報伝達などの点で、難しさを感じる場面が多かっ

た。 

こうしたことを受け、本研究をすすめる上で中心的な機器となるタブレット型ＰＣとモバイルＷｉ－Ｆ

ｉの活用は、次の２点において有効性が期待され、現在の研究実践に至った。 

・携帯性・機動性に優れ、いつでもどこででも、必要な時に必要な情報をすぐにその場で 

得られるという点。 

・筆談ボードソフトウェアなどアプリケーションソフトウェアも豊富で、手軽に活用でき 

るという点。 

ともにまだ新しい機械であるため、特に聾教育において参考となる活用実践も少なく、教師、幼児・児

童・生徒ともにどのように活用すれば良いか模索するところからのスタートであった。しかし、実践を重

ね、その様子を校内メール等を通して全職員に情報提供していく中で、「～～の場面で…の使い方が有効だ

った」「○○ができた」など、効果的な活用方法を考えるきっかけを共有することができるようになってき

た。 

ところで、今年度の本校全体の研究テーマは「自ら気づき、考え、行動できる人の育成」である。日々

の学習の中で、幼児・児童・生徒が自ら課題に気づくとともに、情報を集め活用する中から解決までの道

筋を考え、行動していくための支援を行うことができるという点で、タブレット型ＰＣとモバイルＷｉ―

Ｆｉを使った本実践は有効であり、今後、更に実践を深め拡げていく中から、障がい特性に応じた、より
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有効な活用方法を見出していきたい。 

 

２ 研究の目的 

  実践を通し、聴覚に障がいのある幼児・児童・生徒にとって、障がいに基づく種々の困難 

を克服・改善するためのタブレット型ＰＣの効果的な活用方法を探る。 

 

３ 研究の方法・内容 

 (1) 授業実践と情報の共有 

   幼稚部から高等部専攻科まで、各教科・領域の授業、行事等で活用実践を行い、その様子を実践事例

として記録する。実践の様子はその都度、全職員に電子メールで配信し、共通理解、情報交換を行う。

また、学校Ｗｅｂサイトに掲載し、校内外に広く情報を発信する。 

 (2) 校内研修会の推進 

   校内研修会を通し、聾教育におけるＩＣＴ機器の有効な活用方法について共通理解を深める。 

  (3) 先進校視察 

   障がい特性に応じ、ＩＣＴ機器を有効活用している学校・研究機関等を視察し、情報を収集する。集

めた情報は文書にまとめ職員全員に報告する。 

 

４ 研究実践 

  下記のような実践を行った。 

   

６月 ・校内研修（研究の概要、タブレット型ＰＣ・モバイルＷｉ－Ｆｉの使い方） 他 

・機器購入・整備、環境整備 

７月 ・各学部、教科で実践開始、実践事例収集開始 

・外部講師招聘による校内研修会  

（「聾教育におけるＩＣＴ機器の活用」  講師：岩手大学 中村好則准教授） 

・学校Ｗｅｂサイト内に研究実践のページ立ち上げ 

８月 ・１学期の実践記録を学校Ｗｅｂ上に公開 

９月 ・各学部、教科で授業実践・記録（継続） 

１２月 ・先進校視察（東京都立光明特別支援学校、同 墨東特別支援学校 他） 

・実践事例収集 

・教員を対象にしたアンケート実施・集約  

１月 ・実践のまとめ作成開始 

２月 ・２学期の実践記録をＷｅｂ上に公開 

３月 ・実践収録作成、関係機関に送付 

 

 

【教育職員に対するタブレット型ＰＣ活用に関するアンケート結果より】 

 ・アンケート対象期間：平成２３年７月～平成２３年１２月 

 ・アンケート実施時期：平成２３年１２月１５日～平成２３年１２月２２日 
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・回答総数：４７ 

ア ン ケ ー ト 項 目 
回答全体に占める

割合（複数回答） 

タブレット型ＰＣの活用状況について 

(1) 授業や行事などで活用した。 ４２．５５％ 

   活用回数：10 回以上…4.26％、5～9回…10.64％、1～4回…27.66％ 

(2) 記録や情報収集、情報提示、研修の対象として活用した。 ２５．３３％ 

   活用回数：10 回以上…4.26％、5～9回…6.38％、1～4回…14.86％ 

 (3) (1)、(2)以外で活用した。 ８．５１％ 

   活用回数：10 回以上…4.26％、5～9回…0.00％、1～4回…4.26％ 

考

察 

教員の約６８％が幼児・児童・生徒の学習用にタブレット型ＰＣを活用し、８％超の職

員が学習以外（授業研究、教材研究等）で活用していることがわかった。活用回数につい

ては５回以下が多く、活用のあり方を模索している様子がわかる。 

タブレット型ＰＣの効果について 

 幼児・児童・生徒の興味や関心、学習意欲が高まった。 ５１．０６％ 

学習効果、効率が高まった。 ４４．６８％ 

 手軽に静止画や動画で記録し、学習に活用することができた。 ５３．１９％ 

 コミュニケーションへの意欲や能力が高まった。 ２１．２８％ 

 その他 

・ 見せたい資料を絞って掲示することができた。情報を選択して掲示することで「見る」 

「考える」視点を明確にできた。 

・ この機器ならではの機能があり、学習方法の新しい発見があった。 

 

考

察 

「学習を記録・保存して活用できること」「幼児・児童・生徒の興味や関心、学習意欲が

高まったこと」の２点にタブレット型ＰＣ活用の効果を感じる職員が半数以上いることが

わかった。教材・教具として活用することにより、学習効果や効率の高まりを感じている

職員も半数近くいることがわかった。 

本校 幼児・児童・生徒におけるタブレット型ＰＣの有効性について 

教材・教具として有効 （情報の提示や検索・情報収集、学習補助・支援、

記録、等） 
７４．４７％ 

コミュニケーション機器として有効（意思表示、健聴者との意思疎通、等） ３１．９１％ 

視聴覚機器として有効 （デジカメとして、ビデオカメラとして、等） ５９．９７％ 

本校 幼児・児童・生徒におけるタブレット型ＰＣの有効性について（詳細） 

・ 音声情報を視覚化でき、素早い情報検索や伝達、正確な情報保障を可能にできる 

・ 健聴者を含めて幅広い人とのコミュニケーションを可能にできる。 

・ 自分の学習を記録し、その時にその場で客観的に振り返ることができ、フィードバック学 

習に活用できる。 

・ 幅広いデータの集積体として、またいつでも必要なときに必要な情報をどこにいても得る 

ことができるという点で有効。 
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・ 語彙の拡充を図るために、わからない言葉をその場ですぐに調べることができる。 

・ 少人数の学習形態に丁度よい画面の大きさで、携帯性に優れているため、使いやすい。 

・ 動画による情報提示は、視覚的な情報提示の中でも有効な手段である。 

・ すぐに情報を検索できるとともに、調べた内容をデータとして記録できるため、学習を効 

率的に進められる。 

・ 自分の手話や口形、動きや姿を動画で記録し、すぐに確認できる点で有効。 

考

察 

時間や場所を選ばずに情報を得られる（保障する）道具として、また、記録したその場

で振り返りができる教具としての活用が多く、コミュニケーション・情報発信の道具とし

ての活用がその後に続いていることがわかった。 

研究実践の継続性に対する希望 

継続を希望する ８０．８５％ 

継続を希望しない ２．１３％ 

その他 １７．０２％ 

考

察 

８０％超の職員が研究助成の継続を希望し、さらに発展的・拡張的な使用法を期待する

意見があることがわかった。ただ、担当する職員の負担を懸念する意見もあり、継続にあ

たってその推進組織をどう編成するかが課題である。 

今後、やってみたい活用方法 

教材・教具として （情報の提示や検索・情報収集、学習補助・支援、記

録、等） 
８７．２３％ 

コミュニケーション支援機器として（意思表示、健聴者との意思疎通、等） ３６．１７％ 

他校や外部との動画を使った交流 １４，８９％ 

電子図書やデータベースとして ３８．３０％ 

考

察 

教材・教具としての活用を希望・期待する職員が８７％おり、多くの職員が教材・教具

としての活用に有効性を見出していることがわかる。また、コミュニケーション機器、電

子図書やデータベースとしての活用に関心のある職員もおり、その活用についても研究を

期待していることがわかる。 

上記について、より効果的に活用実践を行うために必要なこと 

効果的な活用方法に関する研修会、情報交換 ７０．８３％ 

他校の活用実践などに関する情報の収集 ３５．４２％ 

機器（含．周辺機器）の充実 １８．７５％ 

考

察 

効果的な活用方法に関する情報を求めている職員が７０％を超えた。また、他校での実

践の様子を知りたいという希望もあり、より効果的、かつ、具体的な活用事例についての

情報を収集・分析・提示していく必要があることがわかった。 
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※活用実践の様子 

      

 筆談ボードソフトウェア  健聴者とのコミュニケーション  ナビゲーションソフト 

    

一般中学校との交流学習      動画記録機能を使った振り返り学習 

 

 

５ 成果と課題 

 (1) 成果 

  ・ 幼児・児童・生徒の、より正確な情報の獲得と情報の蓄積・活用 

    音声も含め、情報を視覚化して得られることから、正確に、かつ、客観的に情報を入 

手することができた。また、情報を記録媒体に保存・蓄積し、検索することにより、必 

要なときに必要な情報にふれることができ、何度でも反復学習することができた。 

 ・ 幼児・児童・生徒が得られる情報量の増大と活用能力の育成 

    いつでもどこででも手軽にインターネットに接続できることから、学習を効率的にす 

すめることができた。また、音声情報を視覚情報として提示することによって、幼児・ 

児童・生徒は今まで以上に多くの情報を得ることができるようになった。さらに、得ら 

れた情報をもとに、比較したり、取捨選択したりする学習を通し、自分で課題に気づき、 

考え、解決していくための力を支援することができた。 

 ・ 幼児・児童・生徒のコミュニケーションスキルの拡大、伝える喜びの感得 

    筆談ボードソフトウェアを活用し、健聴者を含め、いろいろな人とコミュニケーショ 

ンを図ることができた。自分の気持ちや考えを文字に表して他の人とやりとりする活動 

を通して、話す喜び、伝える楽しさを味わうことができた。 

 

 (2) 課題 

 ・ 活用実践内容の検討、拡充 

タブレット型ＰＣ、モバイルＷｉ－Ｆｉともに、教員、幼児・児童・生徒の双方にとって、初めて手

にする機械であったため、試行錯誤の中での実践であり、有効な活用方法を十分に検討することが難し

かった。いろいろな活用を通し、また、幅広く活用実践を集める中から、本校の幼児・児童・生徒にと
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ってより効果のある活用方法を探っていきたい。 

 ・ 語彙力の育成 

正確に情報を発信したり理解したりするためには基本となる語彙力が必要であり、その育成が課題で

あることがわかった。 

 

  

６ おわりに 

  平成２４年３月現在、職員室には常に複数のタブレット型ＰＣと１台のモバイルＷｉ－Ｆｉルータがお

いてあり、教員にとっても、幼児・児童・生徒にとっても、それらを活用した学習形態が、「目新しい」「物

珍しい」から「あることが当たり前の」「日常的に使用される」ものへと変化してきている。また、日々の

実践を通し、「あんなことができた」「こんなふうな使い方ができないかな」という話題が起こり、活用へ

の興味・関心、意欲を感じることができる。 

 今年度は、聾教育におけるタブレット型ＰＣの活用という点でまだまだ参考となる実践事例数が多くな

く、有効な活用方法を模索する一年であったが、そうした中から、課題を焦点化し、次のステップへの道

筋を明らかにすることができた。 

 この度、研究助成をいただき、このような実践研究の機会をいただいたことに心より謝意 

を表したい。 


